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大気と海洋の地球規模鉛直循環
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海氷（流氷）と氷山とは違う！

海氷＝海水が凍ったもの
　　　少し塩っ辛い

氷山＝南極などで厚く積もった雪が圧縮され
　　　てできた氷(氷河)が海に流れ出たもの
　　　真水が凍ったもので塩っ辛くない
　　　　　

人工衛星マイクロ波放射計
SSM/Iによる海氷密接度
２００７－１０－２５
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北極・南極の海氷分布
マイクロ波放射計による

朝日新聞　平成18年7月26日
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2）大気―海洋間の断熱材
海氷は断熱材として働き、大気と海洋間の熱交換を大きく抑制する。従って、

海氷の有無・変動は海洋・大気間の熱輸送に大きな影響を与える。これもよっ
ても正のフィードバックが働く。

1）高アルベド（日射に対する反射率が大きい）
海氷は、通常白い雪が載っているため、日射の６～７割を反射する。これに

対して、海水は黒っぽいため日射の１割しか反射しない。いったん海氷が増え
ると多くの太陽エネルギーを反射するため寒冷化させることになり、寒冷化す
ると海氷がさらに増えるという正のフィードバックが働くことになる。このよ
うに海氷は、ある地域ひいては地球の気候を大きく変える可能性がある。
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季節海氷域での

海氷融解

日射

開水面

底面・側面
より融解

アルベド

開水面：0.06
海水　：0.7

1990年12月南極昭和基地沖

アイスアルベドフィードバック

アイスアルベドフィードバック：一旦何らかで海氷面積が増加すると、海氷面は日射の
反射率(アルベド)が高いため、熱の吸収が減り、ますます海氷が増加するという正の
フィードバック効果。積雪や氷床についても同様のメカニズムが働く。

アイスアルベドフィードバック：一旦何らかで海氷面積が減少すると、開水面は日射の
反射率(アルベド)が低いため、熱の吸収が増え、ますます海氷が減少するという正の
フィードバック効果。積雪や氷床についても同様のメカニズムが働く。オープンウォータアルベドフィードバック
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1958-76 1993-97

北極の海氷(衛星と潜水艦の観測）
面積・厚さとも減少(面積は特に夏）

2002年9月

気
候
値
の
氷
縁

1980 2005

潜水艦ソナーの観測

Rothrock (1999)

Comiso (2006)

夏の海氷面積

-9%/10-yr

地球シミュレーターによる温暖化予測実験

(2071～2100平均気温)－(1971～2000平均気温)

北極域が特に昇温→アイスアルベドフィードバック？



7

用語の解説

ポリニヤ：海氷野内にできる大きな開水面・疎氷・薄氷域。語源はロシア語。

沿岸ポリニヤ：沖向きの風などより、生成された海氷が次々と吹き流されて疎氷・薄氷域が維持さ

れるできる、沿岸でのポリニヤ。

ブライン： 海氷が生成される際に排出される高塩分水。このブラインが沿岸ポリニヤ域での高密度

水形成の原因となっている。

北大西洋深層水：北大西洋北部で沈み込む深層水。高塩の水が低緯度から海流（ガルフストリー
ム）に乗って北へ運ばれ、冷却されて重くなり深層水が形成される。

南極底層水：南極の沿岸ポリニヤでの高密度水形成などによってできる世界で最も重い水。ほぼ

全海洋の底層に拡がっている。

北太平洋中層水：北太平洋の中層（300-1000m）に拡がっている海水で、オホーツク海で沈み込ん
だ水が起源と考えられ、沈み込む際にいろいろの物質が大気から海洋中層に運ばれる。
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